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地質調査所月報（第13巻第6号〉

＼『　名
⑳

⑳、

⑳2

⑩

⑪

⑫

⑱

⑭

⑯『

⑯

⑳

⑱

⑲

⑳

＠

⑫

⑬

⑭

㊥

⑯

⑰．
⑱

虹　　谷
久0保谷

菅生谷
おもわれ谷

安藤谷

切　　谷

樫荒対岸

大ダレ谷
カイキ荒

名頃本流

流童
しm3／sec）

0．0113

0．0017

0，0059

0，0043

0，0200

0．0851

0、0040

0．0392

0．0552

0．0026

0．1132

0．0976

0．0396

0．0219

0．0633

0．0670

．0．0093

0．0030

0．0239

0．0120

0．2086

0．9350

面積
（km2）
比流量
（m3／Sec／100km2）

0．34

0，34

0．20

0．23

4。38

0．99

0。10
「1．26

0．96

0．10

6，52

1．57

0，80

0．53

2．28

0．36

0．16

0．99

0．82

7．00

21．52

3．32

0．50

2．95

1．88

0．45

2．41

4．00・

3．11

6．00

2．60

1．73

6．22

5．00
4．13、

2．77

3．66

8．33

4．37

2．41

1．46

2．98

4．35

pH

7．6

7．25

7．3

7．4

7．35

7．2

7．15

7．55

7．25

7．3

7．3

7．3

7，8

7．2

7．8

7．4

・7．25

7．9

7．25

7．3

8．0

7．35

T
（。0

10．5

9．6

10

9．2

9．2

9．5

8．8

11，1

9．3

12．3

8．3

7
10．3

10

8．2

9
8．5

11

6
8．5

9．7

16．9

水比抵抗
（Ω一cm）

溶流
物質
（PPm〉

溶流物質
（kg／day／km2）

15，750　　　　57　　　　　163

23，400　　　　44　　　　　　19

22，730．47　120
27，180　　　　40　　　　　65

37，350　　　　37　　　　　　15

39，420　　　　38　　　　　　79

36，000　　　　34　　　　　118

21，780　　　　54　　　　　145

33，396　　　　38　　　　　189

12，420　　　　79　　．　　178

26，820　　　　36　　　　　　54

37，・170　　　　18　　　　　　97

17，100　　　　53　　　　　227

38，700　　　　40　　　　　142

20，976　　　　42　　　　　101

20，880　　　　46　　　　　146

49，500　　　27　　　　　60

32，700　　　　48　　　　　　78

35，370　　　　17　　　　　　35

38，250　　　　28　　　　　35

14，130　　　　59　　　　　129

31，800　　　　24　　　　　90

面積
（k：m2）

1：蟹

1．52
⑮＼
⑱ノ2・29

21：訳

器／

器擁

2．66

雛
＞2。4・

7．13

21．52

侵食係数
（km3／km2）

0．0376’

　一
0．0359

0。0339

0．0376

0．0388

0．0198

0．0289

0。0365

0．0198

、0，0312

0．0308

｝　し0，0343
＼
／0・0253

0．0408－

0．0425

（昭和34年11月下旬測定）

述べた。さらに久保谷の異常に低い地帯を挾んで菅生付

近の高い値の地域に入る。しかし濃さの度を検討すると．

一善徳1077，久保533，菅生188・大ダレ78，というよう

に，「上流に向かうほど値が低下を示している。終りに侵

食係数と溶流物質濃度との関係を求めてみよう。このよ

うな化学成分は一寸した環境の変化によつて著しく変化

を示すので個々のものを比較した場合は，なかながその

法則性をみいだすことが困難である。そこで各調査地ご

とにその地域内の平均値を求めて比較する方法を採用し

た。第8図がその結果を示したものである。耳川・大井

’
川
・高瀬川の中央高地および表目本型と庄川・祖谷川・

手取川の裏目本および四国型とに分けられる。図中に各

地域に主として発達する地質について附記レておいた。

高瀬川の場合は資料不足で，や玉その精度に疑間があ

る。見掛け上この2つの系列に分けられ，侵食係数の増

加によつて系列によつて値は違うが溶流物質量増加の割

合がほ欝一定であることを示しているようである。侵食

係数のo．01km3／km2増加に対して140kg／day／km2の

増加を示す。

　これは別の表現をすれば10mの地表低下をするごと

に年間約50tの溶流物質が増加することを示している。

10mの地表低下を起こすのにかりに12，500年を要する

とすればその問には，625，000tの溶流物質増加がある

．ことになる。これを固形物の体積に略算すれば（比重を

．2と仮定する）312，500m3となる。かくすると流出土砂

量と溶流物質量の比は10，0GO，000m3：312，500m3≠1：

0．032≠32：1従来の考え方からすれば大河の浮流物質

と溶流物質の比は7：3であるとされている。しかし源

流山地におけるものでは転流物質がはなはだ多いのであ

るから，流出土砂量の方が15倍以上も大きくなつてもそ・

れほど不合理ではないであろう。

　3・2・2　比流量と侵食係数についで

　侵食係数と比流量との関係は大井川調査以来色々と検

討してみているが，簡単な関係が示されず，特に点が散京

して一つの直線または曲線にはまとまらず，見掛け上い

くつかの平行直線の上にまとまつているように見える。

このようなものを説明することは，そり信頼性がはなは．

だうすくなつてしまう。各平行直線の意義が明確になる

ためには，他にも1つあ因子を考えねばならない。その因

子が何であるかはいまのところ判明していない。これは

1つの概念図として考えていこう。すなわち侵食係数は

比流量とは異なつて長年月かXつて除々に増減するもの

36一（502）
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地質調査所月報（第’13巻第6号）

＼項目

号Σ」流

（9）

（1①

（11）

⑫

⑬

域　名

田丸南谷∫

　　　　工

眠
，

谷∫

　　　　￥し

　　　　〆重末谷／
　　　　美

重末～今久保∫

　　　　叉

今久保谷∫

　　　　亙

岩石
符号

X

，y

Z

X

u

Z

X

y
Z

X

y
Z

X

y
Z

岩石種

黒色片岩

緑色片岩

砂岩片岩

黒色片岩

礫岩片岩

砂岩片岩

黒色片岩

緑色片岩

砂岩片岩、

黒色片岩

緑色片岩

砂岩片岩

黒色片岩

緑色片岩

砂岩片岩・

面積
（km2）

0．50

0．12

1，83

0．06

0．24

4，00

1．64

1。37

2．19

0．86

0．32

0．77

0．74

0．36

0．46

面積
百分比
（％）

20．4

4．9

74．7

1．4

5．6

93．0

39．0

32．5

28．5

45．0

16．8

38．2

47．3

23．0

29，7

岩石種分布と侵食係数の関係式

し　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・20．4x十4．9y十74．7z＝0．0379×100
∫

岩石種によ
る侵食係数
（km3／km2）

L・　1．4x十93z十5．6u±＝0．0622×100
」

1『∵∵二審1訓

文＝0．0149

y＝0．0553

z＝0．0488

u＝0．1428

た黛し
u＝0．1428
　　とする

∫x＝0．0266
y＝0．0082／Z一α。388

〔注〕本地区
は断層破砕
帯通過す

　　礫岩片岩　　　　0．1428km3／km2

で依然として黒色片岩の値が低い。礫岩片岩の値が非常

に高いが，その岩質からみると合理的のようである。河

床にあるものは非常な大塊が多小のもこの岩質がなかな

か小塊には崩壊しないことを物語つている。

さらに（9）田丸谷㈹眠谷に　x＝0，0149　y＝0．0553

u＝0．1428を代入して求めると

．となる。

黒色片岩

緑色片岩

片状砂岩

礫岩片岩

o．0149km3／km2（同前）

0．0553　1〃　　（同前）

0．0488　〃

戸0．1428　〃　　（同前）

これに反して，（1り重末谷，⑫重末一今久保谷，⑬今久

保谷は破砕帯の通過する一連の地帯で侵食係数がきわめ

て低い地域である。こうした所はこういつた群を集めて

操作すべきであろう。求められた値け，

　　黒色片岩　　0．0266km3／km2

　　緑色片岩　　0．0082　〃　（善徳では多く地す

　　　　　　　　　　べり崩壊を起こす）
　　片状砂岩　　0．0388　〃

となつてくる。こエでは緑色片岩の値が異常である。

4．祖谷川上流部の流砂量および堆砂量

本論文の主題である流砂量および堆砂量について，い

ままで述べてきた地質・侵食係数・岩石種固有侵食係数

・比流量・溶流物質量等の各結果を利用して，一つの推

定を実施してみ牟いと思う。

　4．1有数流砂量公式および捕捉係数による流砂量お

　　よび堆砂量
　有効流砂量公式はすでに示したように，

　　　S＝…4．73θ1126十950

　　　　3…年間毎平方粁当り流砂量m3／km2／year・

　　　　o…侵食係数　　km3／km2

である。まず大宮谷付近にアーチダムが建設された場合

について述べてみよう。この場合の総面積は283．92km2

で，侵食係数は総平均で0．0363km3／翠m2であるから

　　　3マ1，226m3／km2／year

したがつて，’　・

　　　1，226m3×283，92＝348，086m3／year

　これは年間に山から流出する砂礫量の全量に近いもの

である1もし高いダムで捕捉係数が1であるとすれば，

これがこのま工堆砂量になるわけである。しかし長い流

路の途中に残溜するものもあり堰体から濁流となつて逸

出する部分もあるので1より小さい捕捉係数を考えねば・

ならない。手取川調査の結果を利用して，捕捉係数を0。5

とすれば，年間堆砂量は　174，000m3となる。

　　　　　　　　　　（612m3／km2／year）
　さら1と和田付近に女ムが建設されたとすると，流域面

積は189．31km2で総平均侵食係数ば，0。0389km3／km2

であるから

　　　S；1，320m3／km2／year

　したがづて全面積では，249，889m3である。捕捉係数

・を0．5とすると，125，000m3（660m3／km2／year）となる。
やド

襲鯉罎鍵即5“堕力㌧『れは穿4師，鮮蓋
まで状況によつて変化するものであるから，安全側で見

40一（506）



結晶片岩地域における山地の堆砂現象に？いて（渡辺和衛）
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